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「テー マス タデ ィ人文」 は,25名 の演 習
クラスで ある。Moodleを活 用 している第
一 の理 由 は,90分 の授業枠 を超 えて有効
活用 がで きるか らであ る。学生 は,期 限内
で あれ ば 自宅 か らで も レポー トを送れ る。
教員側 か らもいつ で も指示 が出せ る。設 定
を してお けば,厳格 に締 め切 りを守 らせ る
こ ともで きる。その他 に,Eメ ール では重
過 ぎる もの で も,Moodleでは送受信 で き
る。学生達 の情 報の検索 に対す る刺激や動
機 付 け,ネ ッ トワー ク化 にお ける技術力 を
つ ける機 会 ともな りうる。
教 師用 フォー ラムの初歩 的活 用 も行 っ
た。Moodle空間を,学 生 と教員,あ るい
は学生 間で共有 しあ うこ とで,意見 を整理
し書 くことの発信力 を鍛 える。面 と向かっ
てい ない こ との 自由 さもある し,反 面,発
信者 の 特定 とい うこ とで防御 も働 かせ ら
れ る。 今 後 は,毎 週 の 簡 易 レポー トも
Moodleで提 出 させ たい と考 えて い る。
ただ,小 テス トな どもそ うであ るが,自
力 で書 いた り解答 した りしてい るの か,正
味 の管 理が 出来 ない。 「評価 」 を考 えた場
合,こ れが最大 の難 点で ある。
ところで,論 題 か ら少 しはずれ るが,こ
の機会 にMoodle上でのe-learningシステ
ム の ことを話題 に載 せてお こ うと思 う。現
在,国 語 分野 のe-learningシステ ム構 築
を考 えてい る。入学前 の 自宅での 自学 自習
を狙 い と してい るが,リメデ ィアル な内容
に限定せず,生 涯付 き合 う言語 として,あ
る意味 で,社 会 性(コ ミュニケー シ ョンカ
や リテ ラシー能力)を補完 しキ ャ リア支援
にもつ なが る,いわば社会 人前教育 として
の 日本語(国 語)カ も視野 に入 れ てい る。
学生 の 日本語 力 の低 下 には 目を覆 うもの
が ある。学部 に よっ ては,「学習 法」「入 門
ゼ ミ」な どで組織 的系統 的に初年 次教育 と
して位置 づ けてい る ところ もあ る。事態 の
重要性 に対す る危機 感が あるか らであ る。
こ うい った動 き との連 環で ある。
Moodleでは,す で に市販 の 「日本語力
検定」な どの練 習問題 が利用 で きるよ うに
な ってい る。た だ,龍(2008.COM.Vol18
/No.2)が指摘す るよ うに,外 部 コンテ
ンツをそのま ま利用 す るの では,大学教 育
の 中身 その ものが問われ よ う。市販 の もの
で は,教育理念 に基づい た独 自性 と質 の確
保 の担保 とい う命題 に応 え られ ない。大 学
教育 の場 で扱 うものは,学 習時 間増加,学
習意欲 が計れ る こ との システ ム化 は無論
の こ と,対面効果 に代 わる もの と しての解
答者 の思 考経 路 が分 か る出題 内容や 他 の
学 問分野 のべ 一 ス とな る 日本語 リテ ラシ
ー の養 成 とその た めの豊 か な題 材 の提供
な ど,根幹 に関わって吟 味 されな けれ ばな
らない。
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